
 

 

 

     

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桃山南だより

余寒の候、皆様におかれましては、益々ご健勝のことと存じます。 

平素は本校の教育活動にご理解ご協力をくださり、厚くお礼申し上げます。後期に 

行いました学校評価アンケートの結果についてご報告いたします。「よくできている」 

「大体できている」を評価したものを肯定的にとらえ、分析を行いました。 

お忙しい中、ご協力いただき、ありがとうございました。   

令和７年度後期学校評価 

京都市立桃山南小学校 

校  長     香 村  明 寛 

◎よくできている 〇大体できている 

△あまりできていない ×できていない 



           

 

【自由記述より】 

〇生活・学習に係る基本的なことを習慣づけるため

に、親が関与し根気強くサポートする大切さを改

めて感じています。 

〇友達と仲良く楽しく勉強にスポーツに取り組ん

でいる姿が嬉しい限りです。 

〇学校でのことを話してくれることが増えてきた。 

〇毎日機嫌よく登校しています。 

〇様々なトラブルに対処していただきありがとう

ございます。 

〇子どもが話しやすい雰囲気や時間を作れている

か、気にして色々と声掛けしてみています。 

〇何十人もいる中で少しの声かけや、教えてもらっ

ていることが明日への意欲につながっているよ

うです。 

〇ＰＴＡの仕事が削減されるよう動いていただき、

今の時代に合った仕事内容でありがたい。 

〇子どもたちが学習に結び付く様々な経験をさせ

ていただけてありがたい。 

〇お便りを頻繁に出していただき様子がよくわか

る。 

〇先生が気になることは些細なことでも共有して

いただけるとありがたい。 

〇先生方には心のこもった指導をしていただき

日々感謝しております。 

〇下校時、特に学校周辺（学校の北側・西側）で歩

道を通らない子がいて危険に感じます。注意喚起

してほしい。 

 

  上記以外にも多くのご意見をいただきました。ご

意見はすべて読ませていただいており、改善に向けて取

り組みを進めていきます。 

  今後もいただいたご意見を、教育活動に生かして

参りたいと思います。貴重なご意見とご協力ありがとう

ございました。 

  全般的には、肯定的な回答が多く、前期同様に「授業がよくわかる」

という項目では低学年で２ポイント、高学年では４ポイント近く伸びてい

ました。各項目ごとの結果を見ても前期より大きくポイントを下げた項目

はありませんでした。しかし低学年で「家庭学習をしている」「学校の決ま

りや約束を守っている」「友達や周りの人を大切にしている」「すすんで挨

拶をしている」などの回答項目の△「あまりできていない」の回答が増え

ているのが気になりました。この項目に当てはまる質問を保護者・教職員

で見てみると、「家庭学習の習慣の定着」については教職員も保護者も△

「あまりできていない」のポイントが増えています。「決まりを守る」こと

については教職員の△「あまりできていない」のポイントが増えていまし

た。子どものようすを丁寧に見て、適切に声をかけたり、指導したりする

ことが大切であると改めて感じています。 

 

～確かな学力の育成に向けて～ 

「自分の思いを伝えること」に関して、８割以上の保護者が働きかけた

り、教職員が工夫したりする一方で、低学年・高学年共に約２割が△や×

の回答を選んでいます。恥ずかしさや自信が持てないなど、自分の意見を

言うことに抵抗を感じる児童も高学年になるにと増えてくると考えられ

ますが、学習や日常生活などでの様々な場面で、自分の考えや意見をもち、

伝える事はこれから大事になってくる力の一つです。子ども達が自分の思

いを伝える事ができるように工夫していきたいと思っています。 

 

～健やかな体の育成に向けて～ 

「早寝早起きをしている」については高学年が５ポイント下がっていま

す。冬という季節も関係しているのかもしれません。逆に低学年は△や×

のポイントが減っているので規則正しい生活リズムを整えることが元気

に学校生活を過ごすことにつながるのではないかと考えています。引き続

きご家庭でも働きかけていただけると嬉しいです。「スポーツや外遊びで

体を動かしている」という項目では低学年は５ポイント、高学年は３ポイ

ント近く伸びています。学校全体でジャンプアップの取り組みをしたこと

がよい結果につながっている理由の一つではないかと考えています。今後

も取り組んでいきたい活動の一つです。 

○学校運営協議会理事会での話し合いから 

・声をかけることで頑張れる子、そっと見守ってほしい子等いろいろな子どもがいると思うので、子供に寄り添った対応をしてください。      

  ・挨拶はっても大事。気持ちよく過ごすためにも地域でもすすんで挨拶をしています。子ども達の見本となるように大人が気持ちの良い挨拶

をしていきたいですね。 

 ・小学校にある松の木は地域のシンボルでもあるので手入れの費用をみんなで出し合い管理できればいいですね。 

～豊かな心の育成に向けて～ 

 「困ったときに、学校の先生に相談している」の回答が前期からさらに

下がっていました。今年度初めて「ももみなにこにこ面談」という取り組

みをし、担任がクラス全員の児童と話す時間を設けました。この時間が有

効に働いた事により困りごとを聞いてもらい、解決しているためポイント

が下がったのかは今回の結果からだけではわかりません。今後も児童全員

との面談時間を設ける取組を継続し検証をしていく必要があると思いま

す。いつでも困ったときに担任をはじめ学校の教職員に相談することが出

来るような学校でありたいと考えています。 

「安全に気をつけ命を大切にした行動をしている」の項目で低学年は△

「あまりできていない」のポイントが３ポイント増えています。高学年で

は×「できていない」が前期の２倍となっています。学校生活への慣れが

子ども達の心に小さな油断となってあらわれてしまったのではないかと

考えています。児童会からは「生活目標」「人権目標」という形で子ども

達への発信は続けていますが、今回の結果を受けて子ども達の心と体が健

やかに育つように意識づけをし、体制を整え見守っていきます。 

 

～やさしく かしこく 元気よく～  

   「学校では楽しく過ごしている」と答えた児童は前期同様低学年も

高学年も９割を超えていました。これは大変うれしい結果です。さらに「子

どもが楽しく学校に通えるように家庭でも働きかけている」への回答が前

期より２ポイント上がっており、ご家庭からの働きかけが子ども達の大き

な支えとなっている事もこの結果につながっているのだと考えます。これ

からも子ども達が楽しく過ごしていけるように教職員一丸となって教育

活動を進めていきます。 

 

 

 学校教育目標 

「自ら考え、学び、可能性を発揮し、 

より良い社会の創り手となる子の育成」 

～かしこく やさしく 元気よく～ 


